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1．はじめに 

身近な水環境問題として、水質汚濁が挙げら

れる。特に、閉鎖的な水環境において、水中の

有機物質量の増大による汚濁がみられる。水中

の有機物は微生物によって分解されるが、有機

物質量が著しく増大すると、分解速度が追い付

かず、悪臭を放つ原因となる。また、溶存酸素

の欠乏により、魚類をはじめとする水生生物の

生息が困難になる。これらは人々の健康にも悪

影響を及ぼし、生活環境の水準を低下させるた

め、解決策が早急に求められている。 

 本研究室では、水質改善の方法のひとつとし

て電気化学的方法に関する研究を行っている。

電気化学的方法とは、富栄養化水等を入れた水

槽に金属板電極を設置し、通電することによっ

て水質の改善を行う方法である。この方法が、

藻類増殖抑制や大腸菌をはじめとする細菌類の

殺菌に効果があることはわかっているが、有機

物に与える影響に関する検討は十分になされて

いない。本研究では、通電による水中有機物低

減について実験的検討を行った。 

2．実験装置および実験方法 

2.1 実験装置 

図－ 1 に、実験装置の概略を示す。本実験装

置は、水槽、直流安定化電源、陰極および陽極

からなっている。水槽は縦 12.0×横 20.6×高さ

13.7cm、有効容積 2500ml のプラスチック製容器

を使用した。陰極には 13.3×10.4cm のステンレ

スメッシュ板、陽極には同寸法の白金メッキし

たチタンメッシュ板を使用した。7 枚の陰極と 6

枚の陽極を 1.0cm 間隔で交互に平行して配置し、

直流安定化電源に接続した。 

2.2 実験方法 

本実験は、供試水として下田池の水を用いて回

分的に行った。電圧は 3V、5V、10V、15V と変

化させ、通電時間は各電圧に対し 2 時間、供試

水量は 2500ml とした。 

通電による水質の変化を知るため、pH、電気

伝導度(EC)、残留遊離塩素濃度(Cl2)、塩素イオ

ン濃度(Cl
-)及び化学的酸素要求量(CODMn)を

測定した。pH 及び電気伝導度は pH 計及び電気

伝導度計、残留遊離塩素濃度は塩素濃度計、塩

素イオン濃度は塩素イオン濃度計を使用した。

化学的酸素要求量は「 100℃における過マンガン

酸カリウムによる酸素要求量」という方法に基

づき測定した。 

3．実験結果 

3.1 pH と電圧の関係 図－ 2 に、pH と電圧の関

係を示す。いずれの実験においても、通電処理

後の供試水の pH は、原水と比べて低下したこ

とがわかった。また、同一供試水を用いた実験

では、電圧が大きくなるほど pH が低くなり、

本実験条件下では pH は 6.27 まで低下した。 

3.2 電気伝導度(EC)と電圧の関係 

 図－ 3 に、電気伝導度(EC)と電圧の関係を示

す。いずれの実験においても通電処理後の供試

水の電気伝導度は、原水より低くなることがわ 

かった。また、電圧が高くなるほど電気伝導度 

の低下は大きくなり、本実験条件下では、電圧  
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図－1 実験装置 
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図－2 pH と電圧の関係 

10V を通電した場合、電気伝導度は 11.54mS/m

低下した。 

3.3 残留遊離塩素濃度(Cl 2)、塩素イオン濃度

(Cl-)と電圧の関係 

 図－ 4 および図－ 5 に、それぞれ残留遊離塩素

濃度(Cl2)と電圧の関係および塩素イオン濃度

(Cl
-)と電圧の関係を示す。図－ 4 に示したよう

に、供試水中の残留遊離塩素濃度は通電によっ

て増加し、電圧が大きくなるほど高くなる傾向

を示した。一方、図－ 5 に示したように、塩素

イオン濃度は通電によって低下し、電圧が高く

なるほど低くなった。したがって、供試水中の

塩素イオンは通電によって結合し、残留遊離塩

素として存在するようになったと考えられる。 

3.4 化学的酸素要求量(CODMn)と電圧の関係 

 図－6 に、化学的酸素要求量(CODMn)の除去

率と電圧の関係を示す。化学的酸素要求量は生

物学的酸素要求量(BOD)と同様に、水中の有機

物濃度また有機物による水質の汚濁の指標とし

て用いられている。通電することによって、供

試水中の化学的酸素要求量は少なくなり、電圧

が高くなるほど少なくなった。本実験下では、

化学的酸素要求量の除去率は電圧 15V の場合

60％であった。このことから、通電によって水

中の有機物を低減させる効果があると考えられ

る。この有機物を低減させる効果は、通電によ

って発生した残留遊離塩素を含む電気化学的反

応によるものであると推察できる。 

4．まとめ 

 本研究では、通電による水中有機物低減につ

いて実験的検討を行った結果、通電することに

よって水中の有機物を低減させることができた。

また、通電処理した水の pH、電気伝導度、塩素

イオンの低下および残留遊離塩素の発生が確認

できた。  
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図－5 塩素イオンと電圧の関係 
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図－6 CODMnの除去率と電圧の関係 
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図－3 電気伝導度と電圧の関係 
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図－4 残留遊離塩素濃度と電圧の関係 
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